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  「第３章 日本語におけるカテゴリー性の検証」では、「や」「と」と「のような」との共起を取
り上げ、コーパス調査の結果、例示を示す「のような」との共起は、「や」が圧倒的に多いことを指
摘する。「Aと B」と「Aや B」の比率は 3:2程度であるのに、「Aと Bのような」と「Aや Bのよ
うな」の比率は 2:11 と逆転すること、しかも「A と B のような」のほとんどが「水と油のような二
人」のように「Aと B」が対立を示すものであったり、「たてがみと三日月のような角」のように「A
と」で並べられるのが「B のような X」であるものであったりして、「警察部隊と軍隊のような実施
機関」のように「Aと B」が並立的な関係にあるものに限ると、「Aと B」と「Aや B」の比率は 1:88
にも広がるという実態を示し、「や」がカテゴリー性と関わることを例証する。 


















  「第 6章 カテゴリーを表示する「のような」と中国語の表現との比較」では、Y型表現の対照を
行い、「のような」と「一类」「这样」「之类」、「など」「などなど」と「等」「等等」について
分析を行い、前者にはカテゴリー性が認められるのに対し、後者には認められないと結論づける。 
  「第７章 結論」では、本論文の全体の議論をまとめ、今後の課題及び展望について述べる。 
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 平成 29年 1月 26日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のも
と、本論文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。審議の結果、審査
委員全員一致で合格と判定された。 
 
３ 結論 
 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は、博士（言語学）の学位を受けるに十分
な資格を有するものと認める。 
